
丹波市立
植野記念美術館

《室生寺弥勒堂 釈迦如来坐像》昭和18年（1943）頃　　　　　　        写真提供 土門拳写真美術館

【会　　場】 丹波市立植野記念美術館３・４階 展示室
【 休  館  日 】 月曜日（ただし、月曜日が祝日の場合は開館し、翌平日が休館）

　　             　　※５月４日（月・祝）は開館し、５月７日（木）が休館
【開館時間】 午前��時～午後�時（最終入館は午後�時��分）
【 観  覧  料 】 一般���円（���円）、大学・高校生���円（���円）、小・中学生���円（���円）

  ※（）内は��名以上の団体割引料金
  ※ひょうごっ子ココロンカード利用可、小学生未満は無料
  ※身体障害者手帳・療育手帳・精神障害者保健福祉手帳または
  　障害者手帳アプリのご提示でご本人を含む�名様まで半額

【主　　　 催】 丹波市教育委員会、丹波市立植野記念美術館　
【後　　　 援】 神戸新聞社、朝日新聞神戸総局、毎日新聞神戸支局、読売新聞豊岡支局、丹波新聞社、

  NHK神戸放送局、サンテレビジョン、ラジオ関西
【 特 別 協 力 】　   土門拳写真美術館
【 企 画 協 力 】   株式会社クレヴィス

2026年
４月４日（土）

５月24日（日）
～



丹波市立 植野記念美術館
〒669-3603　丹波市氷上町西中615ｰ4
お問い合わせ� TEL 0795−82−5945
� FAX 0795−82−5935

会期中のイベント（お問い合わせや電話予約は 0795-82-5945 まで）

☆開幕記念イベント
１）オープニングセレモニー（テープカット）
日　時：４月４日（土）午後１時30分～
会　場：植野記念美術館 ２階 エントランスホール
定　員：30名程度（予約不要、当日先着順）

２）開幕記念講演会「土門拳の人生と写真、そして古寺巡礼」
日　時：４月４日（土）午後１時50分～午後３時
講　師：田中 耕太郎氏（土門拳写真美術館　学芸員）
会　場：植野記念美術館 ２階 研修室
定　員：50名（要予約　電話または申込フォーム）
参加費：無料（別途観覧料が必要）

☆初心者向け写真教室
日　時：４月11日（土）午後２時～午後３時
講　師：小寺 敏博氏（フォトサークル写楽　講師）
　　　  松本 義明氏（フォトサークル写楽　会長）
会　場：植野記念美術館 ２階 研修室ほか
定　員：20名（要予約、電話または申込フォーム）
参加費：無料（別途観覧料が必要）

☆担当学芸員によるギャラリートーク
日　時：５月16日（土）午後２時～午後３時
会　場：植野記念美術館 ３・４階 展示室
定　員：10名程度（予約不要）
参加費：無料（別途観覧料が必要）

〈次回展覧会〉（予定）
2026年６月６日（土）～７月12日（日）

　　「生誕95年・没後15年　奥田善巳展
　　　　　《併催》兵庫県立柏原高等学校の美術教師２人展」

《中宮寺 観⾳菩薩半跏像》昭和18年（1943）

《丸太かうしの徳利［丹波］》昭和37年（1962）
写真提供 土門拳写真美術館

〈交通案内〉
◯電車
ＪＲ福知山線石生駅または柏原駅下車後、ウイング神姫（バス）で「植野記念美術館前」下車すぐ。
◯車
舞鶴若狭自動車道・春日ＪＣＴから北近畿豊岡自動車道・氷上ＩＣ出口左折、氷上の信号を左折。
播但連絡道路・和田山ＪＣＴから北近畿豊岡自動車道・氷上ＩＣ出口左折、氷上の信号を左折。
◯高速バス
大阪・神戸・豊岡・城崎から、バスにて「氷上」下車後、徒歩５分。
◯徒歩
ＪＲ石生駅から約4.3km（約60分）
◯タクシー
ＪＲ石生駅から約4.5km（約12分）、ＪＲ柏原駅から約7.3km（約20分）
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丹波市立植野記念美術館 N

☆うえびのファミリープログラム
１）うえびひよこつあー
　サポートスタッフが小さなお子様連れのお客様の美術館体験をお手伝
いします。
日　時：４月19日（日）
　　　  午前10時～11時　（午前９時50分から受付）
会　場：植野記念美術館 ２階 喫茶室 及び ３・４階 展示室
対　象：０～６才の未就学児とその保護者
定　員：５組（要予約　申込フォーム）
参加費：無料（別途観覧料が必要）

２）うえびファミリーDAY なぞときクエスト
　家族での美術館デビューを応援！美術館にひそむ“なぞ”をといて、す
てきな記念品をもらおう！小学生以下のお子様には「うえびシールラリー」
セットをプレゼントします。
日時：会期中の毎週日曜日　各日午前10時から午後５時
　　  （最終入館は午後４時30分）
参加費：無料（別途観覧料が必要）

　戦後日本を代表する写真家・土門拳は日本におけるリアリズム写真の開拓者と称されてい
ます。報道写真や『ヒロシマ』のように社会的な題材に取り組んだほか、文楽や寺院、仏像
など日本の伝統文化を独特の視点で切り取った作品で知られています。
　本展では土門のライフワーク「古寺巡礼」シリーズを取り上げます。戦前から仏像行脚を
続けた土門は、みずからの眼で選んだ古寺や仏像を撮影しました。全 5 巻からなる写真集

『古寺巡礼』には 1950 年代から 1970 年代に
かけて日本各地で撮影した寺院や仏像が収め
られています。『古寺巡礼』の刊行途上、脳出
血で倒れた土門は以後、車椅子生活になってか
らも不屈の精神で撮影を続行し、1975 年に第
５集を完結させます。『古寺巡礼』において、
土門は寺院建築の細部や仏像の手や足、口など
をクローズアップで捉える独自のスタイルを
貫きました。本展では土門を魅了した室生寺の
釈迦如来坐像、そして重量感のある平安初期の
木彫仏を中心としたモノクロームの仏像写真
などを合わせて約 100 点を展示します。
　また、丹波地域での開催に合わせて、写真集

『古窯遍歴』『日本の古陶磁』に収録されている
当地域ゆかりの作品を特別出展します。
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2026年３月14日改定現在

《薬師寺三重塔》昭和36年（1961）
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ぼくは人生の過半を
カメラを背負って
古寺をめぐってきた
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